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英語に関わる仕事に就きたいと話してくれた齋藤心晴さん。

英語が " 大嫌い " から " 大好き " に変わるまで、たくさんの努力

を続けてきたことを齋藤さんの話から感じることができました。

夢に向かって

齋藤　心
こ は る

晴 さん（県北中 3年）

英語の楽しさを知って――

　私の夢は、英語に関わる仕事に就くことです。この職業に

就きたいという考えはまだありませんが、英語を話すことが

好きなので英語の先生のような仕事も良いなと思っています。

　英語はもともと大嫌いでした。文法も分からなかったし、

英語で話すことも嫌いでした。でも、父の勧めで中学 1 年生

の時から、英会話スクールに通うようになりました。しかも、

文法などを学ぶコースではなく、英会話が中心のコースに入

ることになってしまいました。先生はアメリカ人で、クラス

メートとの会話もすべて英語で話さなくてはならず、通うの

がとても嫌でした。

　そんな私にも、先生方が一生懸命に私の英語力を上げようと努力してくれたことが嬉しくて、半年ほど通うう

ちに外国人の性格や考え方が自分に合っているように感じ、英語がどんどん好きになっていきました。英語って

いいな、もっともっと話をしたいと思うようになりました。

　学校の勉強以外にも英語に触れていたいし、将来は絶対に海外留学をしたいです。ALT の先生とも積極的に話

をしたり、外国人がたくさん訪れそうな場所に行って、自分から話しかけてみたいと思っています。

町
長
コ
ラ
ム 【第 21 回】真

ま

こらむ
修了式・卒業式で思ったこと

　保育所と幼稚園の修了式、小学校と中学校の卒業式。町長に就いて初めて。それぞれの節目の子どもたちと保

護者たちを目にして、たくさんのことを感じた。

　理屈なしの可愛らしさに目じりが下がったかと思えば、修了証書をお母さんに手渡す様子に目頭が熱くなる幼

稚園。式の途中で泣き出す子がいれば「どうした、どうした」とオロオロと心配になる保育所。小さくなった制

服を身に着けて入場する子の 6年間のありがたさを思う小学校。少年少女と青年の境目で少し戸惑ったような表

情の中にも凛とした頼もしさを見る中学校。そして保護者や家族、先生と学校職員、保育士、給食担当職員、地

域の人たちといったたくさんの人たちへの感謝。案内された席に座りながら、心の中はとても忙しかった。

　県北中。吹奏楽部が卒業生入場に演奏した曲は、引地が中学 3年のときに吹奏楽コンクールで演奏した曲。出

だしの音を聞いた途端、いきなり部活動の毎日に引き戻された。音楽室の匂い、

夕暮れの部活帰り、合宿、先生が求める演奏ができなくて悩んだこと、部活終わ

りは毎日、先生と一緒に戸締りしたこと、本番の演奏のこと。良い思い出…。えっ、

何で、今こんなこと思い出すんだろうと、自分でもびっくり。

　そして思った。目の前にいる、今巣立とうとしている子どもたちが大人になって、

何かをきっかけに、ふっと子どものころを思い出すとき、国見町でのことが何に

も替え難い、尊いものにしないと、と。
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